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規

則

東
京
消
防
庁
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
十
五
号

東
京
消
防
庁
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
消
防
庁
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
東
京
都
規
則
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
第
八
消
防
方
面
本
部
」
を
「
第
九
消
防
方
面
本
部
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
担
当
課
長
」
を
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
課
長
及
び
新
本
部
庁

舎
整
備
担
当
課
長
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
の
表
中
「
一
七
、
七
九
八
人
」
を
「
一
七
、
八
二
七
人
」
に
、
「
一
八
、
二
三
三

人
」
を
「
一
八
、
二
六
二
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令
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◉
東
京
都
訓
令
第
一
号

総

務

局

生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
都
民
生
活
部
旅
券
課
分
室
設
置
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
東
京
都
訓
令

第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
一
条
中
「
第
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
二
号

庁

中

一

般

東
京
都
事
案
決
定
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二
条
第
二
号
中
「
子
供
政
策
連
携
室
」
の
下
に
「
及
び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
国
際
金
融
都
市
戦
略

室
」
を
加
え
る
。

別
表
十
七
の
項
中
「
及
び
保
有
特
定
個
人
情
報
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
三
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

東
京
都
の
標
準
的
な
職
を
定
め
る
規
程
（
平
成
二
十
八
年
東
京
都
訓
令
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二
条
第
一
項
の
表
一
の
部
二
の
項
中
「
、
多
摩
環
境
事
務
所
」
の
下
に
「
、
児
童
相
談
所
（
立
川

児
童
相
談
所
、
江
東
児
童
相
談
所
、
八
王
子
児
童
相
談
所
及
び
足
立
児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
」
を
加

え
、
「
及
び
多
摩
環
境
事
務
所
」
を
「
、
多
摩
環
境
事
務
所
及
び
保
健
所
（
島
し
ょ
保
健
所
を
除

く
。
）
」
に
改
め
、
同
部
三
の
項
中
「
児
童
相
談
所
」
の
下
に
「
（
北
児
童
相
談
所
、
品
川
児
童
相
談

所
、
杉
並
児
童
相
談
所
、
小
平
児
童
相
談
所
及
び
多
摩
児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
表
二

の
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
項
の
表
二
の
項
の
改

正
規
定
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
四
号

総

務

局

財

務

局

収
用
委
員
会
事
務
局

東
京
都
収
用
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
東
京
都
訓
令
甲
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
七
条
第
八
号
及
び
第
八
条
第
六
号
中
「
及
び
保
有
特
定
個
人
情
報
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◉
東
京
都
訓
令
第
五
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

西
多
摩
福
祉
事
務
所

東
京
都
西
多
摩
福
祉
事
務
所
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
東
京
都
訓
令
甲
第
百
三
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
六
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

児

童

相

談

所

（
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）

東
京
都
児
童
相
談
所
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
十
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
所
長
」
を
「
所
長
（
立
川
児
童
相
談
所
、
江
東
児
童
相
談
所
、
八
王
子
児
童
相

談
所
及
び
足
立
児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
」
に
、
「
部
長
」
を
「
局
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
所
長
」
を
「
所
長
（
立
川
児
童
相
談
所
、
江
東
児
童
相
談
所
、
八
王

子
児
童
相
談
所
及
び
足
立
児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
」
に
、
「
部
長
」
を
「
局
長
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
長
（
北
児
童
相
談
所
、
品
川
児
童
相
談
所
、
杉
並
児
童
相
談
所
、
小
平
児
童
相
談
所
及
び
多
摩

児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
は
、
毎
月
五
日
ま
で
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
部
長
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
所
長
（
北
児
童
相
談
所
、
品
川
児
童
相
談
所
、
杉
並
児
童
相
談

所
、
小
平
児
童
相
談
所
及
び
多
摩
児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
は
、
重
要
又
は
異
例
に
属
す
る
事
項
は
、

そ
の
都
度
部
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
所
長
」
を
「
所
長
（
立
川
児
童
相
談
所
、
江
東
児
童
相
談
所
、
八
王
子
児
童
相
談
所
及

び
足
立
児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
」
に
、
「
部
長
」
を
「
局
長
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

所
長
（
北
児
童
相
談
所
、
品
川
児
童
相
談
所
、
杉
並
児
童
相
談
所
、
小
平
児
童
相
談
所
及
び
多
摩

児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
は
、
毎
年
三
月
末
日
ま
で
に
、
翌
年
度
の
年
間
事
業
計
画
を
定
め
、
部
長

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
前
二
条
」
を
「
前
三
条
」
に
、
「
所
長
」
を
「
所
長
、
課
長
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

条
と
す
る
。

第
六
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
所
長
」
を
「
課
長
」
に
改
め
、
同
条
中
「
所
長
」
を
「
課
長
」
に
改
め
、
同

条
第
一
号
中
「
職
員
」
を
「
課
長
が
指
揮
監
督
す
る
職
員
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項

中
「
所
長
の
」
を
「
所
長
（
北
児
童
相
談
所
、
品
川
児
童
相
談
所
、
杉
並
児
童
相
談
所
、
小
平
児
童
相

談
所
及
び
多
摩
児
童
相
談
所
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
課
長
の
」
に
、
「
所
長

を
」
を
「
所
長
又
は
課
長
を
」
に
、
「
所
長
に
」
を
「
所
長
又
は
課
長
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
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五
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
所
長
は
、
部
長
」
を
「
所
長
（
立
川

児
童
相
談
所
、
江
東
児
童
相
談
所
、
八
王
子
児
童
相
談
所
及
び
足
立
児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
は
、
局

長
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

所
長
（
北
児
童
相
談
所
、
品
川
児
童
相
談
所
、
杉
並
児
童
相
談
所
、
小
平
児
童
相
談
所
及
び
多
摩

児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
は
、
部
長
の
命
を
受
け
、
所
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
所
属
職
員
を
指
揮

監
督
す
る
。

３

課
長
は
、
所
長
の
命
を
受
け
、
課
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
所
属
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
四
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
所
長
の
決
定
対
象
事
案
）

第
七
条

所
長
（
立
川
児
童
相
談
所
、
江
東
児
童
相
談
所
、
八
王
子
児
童
相
談
所
及
び
足
立
児
童
相
談

所
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
決
定
す
べ
き
事
案
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

所
長
が
指
揮
監
督
す
る
課
長
及
び
専
門
課
長
の
出
張
、
休
暇
及
び
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免

除
に
関
す
る
こ
と
。

二

予
定
価
格
が
四
百
万
円
以
上
八
百
万
円
未
満
の
請
負
又
は
委
託
に
よ
り
行
う
工
事
、
修
繕
、
通

信
又
は
運
搬
に
係
る
役
務
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

三

予
定
価
格
が
百
五
十
万
円
以
上
三
百
万
円
未
満
の
物
件
の
買
入
れ
、
売
払
い
、
貸
付
け
又
は
借

入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

四

四
十
万
円
以
上
百
万
円
未
満
の
補
助
金
、
分
担
金
及
び
負
担
金
（
法
令
に
よ
り
そ
の
交
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
及
び
局
長
が
所
長
の
決
定
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の

に
あ
つ
て
は
、
百
万
円
以
上
の
も
の
を
含
む
。
）
の
交
付
並
び
に
寄
附
金
の
贈
与
に
関
す
る
こ
と
。

五

重
要
な
事
項
に
関
す
る
報
告
、
答
申
、
進
達
及
び
副
申
に
関
す
る
こ
と
。

六

重
要
な
告
示
、
公
告
、
公
表
、
申
請
、
照
会
、
回
答
、
諮
問
及
び
通
知
に
関
す
る
こ
と
。

２

所
長
（
北
児
童
相
談
所
、
品
川
児
童
相
談
所
、
杉
並
児
童
相
談
所
、
小
平
児
童
相
談
所
及
び
多
摩

児
童
相
談
所
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
決
定
す
べ
き
事
案
は
、
お
お
む
ね
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

所
長
が
指
揮
監
督
す
る
職
員
の
事
務
分
掌
、
出
張
、
休
暇
、
超
過
勤
務
、
休
日
勤
務
、
週
休
日

の
変
更
及
び
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
（
課
長
代
理
の
権
限
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。
）
。

二

予
定
価
格
が
四
百
万
円
未
満
の
請
負
又
は
委
託
に
よ
り
行
う
工
事
、
修
繕
、
通
信
又
は
運
搬
に

係
る
役
務
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

三

食
品
又
は
被
服
の
買
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

四

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
予
定
価
格
が
百
五
十
万
円
未
満
の
物
件
の
買
入
れ
、
売
払
い
、

貸
付
け
又
は
借
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

五

四
十
万
円
未
満
の
補
助
金
、
分
担
金
及
び
負
担
金
（
法
令
に
よ
り
そ
の
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
以
上
の
も
の
を
含
む
。
）
の
交
付
並
び
に
寄
附
金
の
贈
与

に
関
す
る
こ
と
。

六

報
告
、
答
申
、
進
達
及
び
副
申
に
関
す
る
こ
と
（
重
要
な
事
項
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

七

告
示
、
公
表
、
申
請
、
照
会
、
回
答
及
び
通
知
に
関
す
る
こ
と
（
重
要
な
も
の
を
除
く
。
）
。

八

諸
証
明
に
関
す
る
こ
と
。

九

文
書
の
受
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
各
項
」
に
、
「
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対
策
部
所
属
職
員
」

を
「
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援
部
所
属
職
員
」
に
、
「
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対
策
部
長
」
を
「
福

祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援
部
長
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と

し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
所
長
は
、
副
参
事
」
を
「
所
長
（
立
川
児
童
相
談
所
、

江
東
児
童
相
談
所
、
八
王
子
児
童
相
談
所
及
び
足
立
児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
は
、
参
事
」
に
改
め
、

同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
長
（
北
児
童
相
談
所
、
品
川
児
童
相
談
所
、
杉
並
児
童
相
談
所
、
小
平
児
童
相
談
所
及
び
多
摩

児
童
相
談
所
に
限
る
。
）
及
び
課
長
は
、
副
参
事
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
命
ず
る
。

第
三
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
所
長
を
」
の
下
に
「
、
課
に
課
長
を
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健

局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
、
「
所
」
を
「
所
又
は
課
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
分
課
）

第
二
条

立
川
児
童
相
談
所
、
江
東
児
童
相
談
所
、
八
王
子
児
童
相
談
所
及
び
足
立
児
童
相
談
所
に
次

の
課
を
置
く
。
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相
談
援
助
課

保
護
課

（
分
掌
事
務
）

第
三
条

立
川
児
童
相
談
所
、
江
東
児
童
相
談
所
、
八
王
子
児
童
相
談
所
及
び
足
立
児
童
相
談
所
の
各

課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

相
談
援
助
課

一

所
所
属
職
員
の
人
事
及
び
給
与
に
関
す
る
こ
と
。

二

所
の
公
文
書
類
の
収
受
、
配
布
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

三

所
の
予
算
、
決
算
及
び
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

四

児
童
の
相
談
、
通
告
及
び
送
致
等
の
受
付
及
び
面
接
に
関
す
る
こ
と
。

五

援
助
方
針
会
議
に
関
す
る
こ
と
。

六

児
童
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

七

里
親
に
関
す
る
こ
と
。

八

家
庭
裁
判
所
等
に
係
属
す
る
事
件
に
関
す
る
こ
と
。

九

ケ
ー
ス
の
進
行
及
び
記
録
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

十

児
童
及
び
そ
の
保
護
者
の
医
学
的
、
心
理
学
的
、
教
育
学
的
及
び
社
会
学
的
診
断
、
判
定
並

び
に
治
療
・
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

巡
回
相
談
及
び
出
張
判
定
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

重
度
知
的
障
害
児
の
認
定
診
断
に
関
す
る
こ
と
。

十
三

診
療
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
電
気
生
理
検
査
及
び
生
化
学
検
査
等
医
学
的
検
査
に
関
す
る
こ

と
。

十
四

児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と
。

十
五

児
童
相
談
に
お
け
る
困
難
か
つ
高
度
な
相
談
援
助
技
術
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

所
内
他
の
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

保
護
課

一

児
童
の
一
時
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

二

児
童
の
生
活
観
察
、
生
活
指
導
、
学
習
指
導
及
び
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

三

児
童
の
給
食
及
び
諸
給
与
品
に
関
す
る
こ
と
。

四

児
童
の
所
持
金
品
の
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
前
行
署
名
の
改
正
規
定
、
第
二
条

第
三
項
の
改
正
規
定
（
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三

条
第
四
項
の
改
正
規
定
（
「
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対
策
部
所
属
職
員
」
を
「
福
祉
局
子
供
・
子
育
て

支
援
部
所
属
職
員
」
に
、
「
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対
策
部
長
」
を
「
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援
部

長
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
七
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
六
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
八
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

児
童
自
立
支
援
施
設
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東
京
都
児
童
自
立
支
援
施
設
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
五
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
九
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

東
京
都
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対
策
部
所
属
職
員
」
を
「
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援

部
所
属
職
員
」
に
、
「
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対
策
部
長
」
を
「
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援
部
長
」

に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対
策
部
」
を
「
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援
部
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
訓
令
甲
第
四
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
六
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
一
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

障

害

者

福

祉

会

館

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
訓
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
福
祉
保
健
局
障
害
者
施
策
推
進
部
計
画
課
所
属
職
員
」
を
「
福
祉
局
障
害
者
施
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策
推
進
部
企
画
課
所
属
職
員
」
に
、
「
福
祉
保
健
局
障
害
者
施
策
推
進
部
計
画
課
長
」
を
「
福
祉
局
障

害
者
施
策
推
進
部
企
画
課
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
二
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

保

健

所

東
京
都
保
健
所
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」

を
「
保
健
医
療
局
長
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
（
島
し
よ
保
健
所
を
除
く
。
）
に
副
所
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
、
専
門
参
事
」
を
「
専
門
参
事
の
う
ち
か
ら
、
副
所
長
は
参
事
」
に
、
「
知

事
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め

る
。第

十
条
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
す
る
。

第
十
一
条
第
一
号
中
「
課
長
」
を
「
副
所
長
及
び
課
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
前
行
署
名
の
改
正
規
定
、
第
八
条

第
三
項
の
改
正
規
定
（
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
保
健
医
療
局
長
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び

第
九
条
第
六
項
の
改
正
規
定
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
三
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
平
成
十
五
年
東
京
都
訓
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
表
広
域
監
視
部
の
部
食
品
監
視
第
二
課
の
項
第
二
号
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
保
健
医

療
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
七
項
、
第
十
条
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
及
び
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で

の
規
定
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
四
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

市

場

衛

生

検

査

所

東
京
都
市
場
衛
生
検
査
所
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
保
健
医
療
局
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
五
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

看

護

専

門

学

校

東
京
都
立
看
護
専
門
学
校
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
東
京
都
訓
令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
保
健
医
療
局
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
六
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

監

察

医

務

院

東
京
都
監
察
医
務
院
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
保
健
医
療
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
六
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

附
則
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
の
改
正
規
定
は
、
同
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
七
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

療
育
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
立
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
六
十
年
東
京
都
訓
令
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
八
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
八
号

総

務

局
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財

務

局

福

祉

保

健

局

療

育

セ

ン

タ

ー

東
京
都
立
療
育
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
訓
令
甲
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
七
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
十
九
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
京
都
立
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
六
十
年
東
京
都
訓
令
第
三
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
五
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
二
十
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
京
都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
東
京
都
訓
令
甲
第
四
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
福
祉
局
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
二
十
一
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー

東
京
都
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
二
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
保
健
医
療
局
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
及
び
第
十
二
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

附

則
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こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
二
十
二
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

保

健

局

食

肉

衛

生

検

査

所

東
京
都
食
肉
衛
生
検
査
所
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
行
署
名
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
福
祉
保
健
局
長
」
を
「
保
健
医
療
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
四
項
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
二
十
三
号

総

務

局

財

務

局

産

業

労

働

局

中

央

卸

売

市

場

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
七
条
第
十
三
号
、
第
八
条
第
十
三
号
及
び
第
九
条
第
十
二
号
中
「
及
び
保
有
特
定
個
人
情
報
」
を

削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
二
十
四
号

総

務

局

財

務

局

都

市

整

備

局

住

宅

政

策

本

部

東
京
都
住
宅
政
策
本
部
処
務
規
程
（
平
成
三
十
一
年
東
京
都
訓
令
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
三
条
の
表
民
間
住
宅
部
の
部
マ
ン
シ
ョ
ン
課
の
項
第
四
号
中
「
（
他
の
部
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
削
り
、
同
表
都
営
住
宅
経
営
部
の
部
経
営
企
画
課
の
項
第
一
号
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」

を
削
り
、
同
部
資
産
活
用
課
の
項
第
四
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
他
の
課
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
同
部
住
宅
整
備
課
の
項
第
三
号
中
「
地
域
開
発
整
備
事
業
」
の
下
に
「
（
同
事
業

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
施
設
の
移
管
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
管
理
企
画
担
当
課
長
、
住
宅
戦
略
担
当
課
長
」
を
「
管
理
企
画
担
当
課
長
」
に

改
め
る
。

第
七
条
第
十
六
号
、
第
八
条
第
十
六
号
及
び
第
九
条
第
十
一
号
中
「
及
び
保
有
特
定
個
人
情
報
」
を

削
る
。

第
十
六
条
第
一
項
の
表
開
発
課
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

都
営
住
宅
等
事
業
に
係
る
用
地
等
の
測
量
に
関
す
る
こ
と
。

六

都
営
住
宅
等
の
敷
地
の
境
界
確
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
六
条
第
二
項
の
表
計
画
課
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

都
営
住
宅
等
事
業
に
係
る
用
地
等
の
測
量
に
関
す
る
こ
と
。

六

都
営
住
宅
等
の
敷
地
の
境
界
確
定
に
関
す
る
こ
と
。

附
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こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
二
十
五
号

総

務

局

財

務

局

建

設

局

建

設

事

務

所

東
京
都
建
設
事
務
所
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二
条
第
一
項
中
「
第
一
建
設
事
務
所
」
の
下
に
「
、
第
五
建
設
事
務
所
、
第
六
建
設
事
務
所
、
南

多
摩
東
部
建
設
事
務
所
及
び
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
」
を
加
え
、
同
項
の
表
環
二
工
事
課
の
項
を
削

り
、
同
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
一
建
設
事
務
所
」
の
下
に
「
、
第
六
建
設
事
務
所
、
南
多
摩
東
部
建
設
事
務

所
及
び
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
」
を
加
え
、
同
項
の
表
管
理
課
の
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第

五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

公
有
土
地
水
面
の
占
用
及
び
使
用
に
関
す
る
こ
と
（
第
一
建
設
事
務
所
及
び
第
六
建
設
事
務

所
を
除
く
。
）
。

第
三
条
第
一
項
の
表
工
事
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

市
町
村
土
木
補
助
工
事
に
関
す
る
こ
と
（
第
一
建
設
事
務
所
及
び
第
六
建
設
事
務
所
を
除

く
。
）
。

第
三
条
第
一
項
の
表
環
二
工
事
課
の
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
の
表
工
事
第

一
課
の
項
第
一
号
中
「
道
路
」
の
下
に
「
、
橋
り
よ
う
」
を
加
え
、
同
表
工
事
第
二
課
の
項
中
第
一
号

を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
二
号
と
し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
第
八
項
を
第
七
項
と
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
副
所
長
」
の
下
に
「
、
環
二
工
事
担
当
課
長
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
課
長
（
」
の
下
に
「
環
二
工
事
担
当
課
長
及
び
」
を
加
え
る
。
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。
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